
  

 根本となる姿勢の問題を予防・改善し，嚥下反射時の舌骨・喉頭の動きを改善させることを目的

として，「嚥下をよくするポールエクササイズ（Pole Exercise Program for Improved Swallowing：

PEPIS）」が西尾正輝会長により考案されました。こちらは、高齢者の発話と嚥下の運動機能向上プ

ログラム（MTPSSE）の付属プログラムとしての位置付けであり、今後の臨床を進めるために必須

の内容となっています。そこで、先駆けて、言語聴覚士のみを対象に、西尾正輝先生と石塚利光先

生による初めてのセミナーを開催いたします。ストレッチポールに触れたことがない方やこれまで

運動指導がない方でも、運動指導の原理原則から丁寧に指導いたしますので、どなたでも安心して

ご参加いただけます。また、次の日から臨床での活用をしていただけることを目的としていますの

で、演習を十分に取り入れて、指導方法を身につける実践型のセミナーとなっています。ぜひ、こ

の初となるセミナーを受講いただき、ディサースリア臨床研究分野を一緒に牽引していきましょう。

ご参加を心よりお待ちしております！ 

詳細・お申込方法について 

☑日時：2018 年 9月 29 日（土）10:00〜17:00 

☑会場：JCCA セミナールーム 150-0001 東京都渋谷区神宮前 3-1-30 青山 HS ビル 3F 

    地下鉄銀座線・外苑前駅徒歩 4分 

☑主催：一般財団法人日本コアコンディショニング協会（JCCA） 

☑協賛：日本ディサースリア臨床研究会 

☑講師：石塚利光（JCCA）西尾正輝（新潟医療福祉大学） 

☑定員：20名（申し込み先着順にて、定員になり次第締め切らせていただきます。８月４日申込開始） 

☑受講料：12,960円（税込） 

☑タイムスケジュール 

  10:00～13:00 〈講師：石塚利光 アスレティックトレーナー、JCCAリサーチディレクター〉 

   ストレッチポールを用いた姿勢改善アプローチ指導の基本：ベーシックセブン＊ 

   ＊JCCA認定セミナーとなるベーシックセブンの内容を中心に扱います。 

  14:00～17:00 〈講師：西尾正輝 新潟医療福祉大 日本ディサースリア臨床研究会会長〉 

   ストレッチポールを用いた嚥下機能の予防・改善アプローチ：PEPIS 

☑持ち物：動きやすい服装（上履きは必要ありません）、タオル、筆記具 

☑お申込：https://jcca-net.com/seminar_search/view/11156 からお願いいたします 

  ▼下の QR コードからもアクセスできます▼ 

 

 

 

 

 

 
一般財団法人 日本コアコンディショニング協会 

東京都渋谷区神宮前 3-1-30 青山 H.S ビル 3 階 http://jcca-net.com/ 

お申込みの流れ（３分で完了） 

【※初めてお申込みされる場合】 

① URL・QR コードより「初めて JCCA の勉強会やセミナーに

お申込される方はこちら」の URL をクリック 

② フォームの項目に沿って入力し、お申込みを完了させる 

【※JCCA セミナーをお申込いただいたことがある場合】 

① URL よりログインしていただきお申込みください。 

限定特別講習会のご案内 
姿勢改善アプローチと嚥下機能の予防・改善 


